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２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※R4職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和６年度 課の運営方針書

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 72,060

新たな林業従事者を確保するため、林業研修等を通じて、持続可能な林業就業に向けた担い手の育成を図ります。

スマート林業機器等の活用や早生樹等の植林を通じた検証を行い、林業の低コスト化・効率化による林業経済の好循環を推進します。

森林経営管理制度の活用により、森林の適切な管理と林業の成長産業化の両立を図ります。

7,206

産業振興部　農林整備課

10 10 0 人件費
会計年度
任用職員

（農林整備担当）農村が持つ多面的機能を維持・発揮するため、地域資源の適切な保全管理や農業生産基盤の整備を推進します。
（林政担当）林業経営の効率化と森林管理の適正化を図るため、森林経営管理制度を活用した森林整備を推進します。

【課の使命】
●産業として魅力ある農林業を構築し、次代を担う多様な担い手の育成・確保を図ります。
●森林資源の多様な活用を促進し、公益的機能の維持・発揮や収益性の高い林業への転換を図ります。
●農用地や農業用水路、農道などの農業生産基盤の整備を行い、農業の生産性向上や農業構造の改善を図ります。

【課の目標】

【行財政改革への取組み】
○社会情勢等の変化を踏まえて補助金等の見直しを行います。
○業務の平準化、組織体制の一体化を進めることで、各自が働き方改革の意識を高めます。

農林業の持続可能性の確保に向けて、農業生産基盤であるほ場等の整備や林業生産基盤となる林業専用道等の整備を計画的に推進します。

地域住民の暮らしの安全と農業生産の維持を図るため、ため池の廃止・改修を行います。

970,136 担当予算事業数 29歳入予算額 673,843 歳出予算額



産業振興部　農林整備課

４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・後期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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目標

産業・観光

実現したい成果　（最終目標）推進施策

・本市の特性を活かした林業経営について、調査・研究を進めるとともに、担い手の発掘・育成を
図ります。
【新規林業就業者数：10人】（R6年度累計）

新たな担い手の育成と確保
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2

産業・観光

農林水産業の振興

農林水産業の振興

生産体制の強化と販路の拡大

・木質バイオマス材を効率的・安定的に生産・供給する体制を構築します。
・森林環境譲与税を効果的に活用し、林業経営の効率化を図り、経営管理が行われていない民
有林の施業を促進します。
【木質バイオマス材生産量：3,000㎥】

・区画整理及び水路・農道などの農業生産基盤や集落道路などの生活環境基盤の整備を一体
的に行い、効率的かつ安定的な農業経営の確立を図ります。
・老朽化した農業用施設の改修により、その機能を回復するとともに災害の発生を未然に防ぎま
す。
【ほ場整備面積：880㏊】（R6年度累計）

・国等の制度を活用し、農業生産基盤の適切な維持管理や地域ぐるみでの農地の保全等を推
進し、荒廃農地の拡大抑止を図ります。
・森林管理の適正化を図るため、計画的な森林整備等を促進します。

・地震や集中豪雨などによる災害の防止、農村地域の防災力の向上を図ります。
【ため池ハザードマップ作成：37箇所】（R6年度累計）
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産業・観光

4 農林水産業の振興

農林水産資源の適正管理と活用

産業・観光

5

安心安全

農林水産業の振興

生産基盤の整備

災害に強いまちづくりの促進

防災対策の充実


